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P u b l i c  I n f o r m a t i o n  M i n a k a m i

内容
■獣害対策の取り組み
■マイナポイントの申請はお早めに■世界青少年「志」プレゼンテーション大会

めざすは
1とうしょう！
【今月の表紙】にいはるこども園運動会。
　　　　　　 リレー競走が勢い良くスタート！
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　近年、全国の中山間地域を中心にシカやサルなどの野生鳥獣による被害が増加して
います。このような被害を未然に防ぐため、町ではどのような対策を講じているのか、
その取り組みを紹介します。 問い合わせ先 農林課 獣害対策係　☎0278（64）0111

侵
入
防
止
対
策
と
捕
獲
強
化

獣
害
パ
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み

町
の
獣
害
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
カ
や
サ
ル
な
ど
の
侵
入
防
止
対
策
と
し
て
補
助
事

業
を
活
用
し
た
「
侵
入
防
止
柵
（
電
気
柵
・
金
網
柵
）」
の
整
備
と
、
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
「
有
害
鳥
獣
捕
獲
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
」
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

獣
害
対
策
セ
ン
タ
ー
直
営
の
ニ

ホ
ン
ザ
ル
捕
獲
班
（
通
称
＝
獣
害

パ
ト
ロ
ー
ル
）
が
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

の
捕
獲
の
た
め
に
町
内
に
設
置
し

た
檻
は
約
70
カ
所
あ
り
ま
す
。
捕

獲
檻
設
置
後
は
、
事
故
防
止
の
た

め
毎
日
見
回
り
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
捕
獲
の
確
認
や
エ
サ
の
付
け

替
え
、
設
置
場
所
の
移
動
な
ど
の

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
推
定
で
18
群
・

７
０
０
頭
余
り
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が

生
息
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
作
物
に
食
餌
依
存
し
て
い
る
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
個
体
増

加
率
は
15
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
30
年
度

は
96
頭
、
令
和
元
年

度
は
２
０
７
頭
、
令

和
２
年
度
は
１
５
７

頭
を
捕
獲
し
て
い
ま

す
。
３
年
平
均
で
20

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

捕
獲
が
あ
り
、
そ
の

半
数
を
獣
害
パ
ト

ロ
ー
ル
が
捕
獲
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
個

体
数
の
増
加
を
抑
制

す
る
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

直
営
の
ニ
ホ
ン
ザ

ル
捕
獲
班
は
年
間
を
通
し
て
活
動

を
し
て
お
り
、
群
れ
な
ど
を
発
見

し
た
際
は
、
花
火
で
の
追
い
払
い

を
行
う
な
ど
、
出
没
の
抑
制
を

図
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
に

基
づ
い
て
現
場
を
確
認
し
、
出
没

注
意
看
板
の
設
置
や
、
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
注
意
喚
起
を
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
動
物
の
回
収

や
、
道
路
異
常
の
早
期
発
見
な
ど

も
行
い
、
生
活
環
境
の
保
全
の
役

割
も
務
め
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の

侵
入
防
止
柵
の
設
置
地
区
は
１
０
６
地
区
、

延
長
は
約
２
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
は
新
た

に
28
地
区
24
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
整
備
予
定

で
す
。

獣
害
対
策
の
要
と
な
る
捕
獲
に
は
、
猟

友
会
の
活
動
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
根
沼
田
猟
友
会
月
夜
野
支
部
、
水

上
支
部
、
新
治
支
部
の
３
支
部
合
わ
せ
て

97
名
の
会
員
が
お
り
、
猟
期
の
捕
獲
の
ほ

か
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
に
よ
る
捕
獲
な

ど
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

捕
獲
頭
数
は
、
猟
期
の
捕
獲
と
有
害
捕

獲
許
可
に
よ
る
も
の
を
合
わ
せ
て
、
令
和

元
年
度
１
０
０
７
頭
か
ら
令
和
２
年
度

１
３
８
５
頭
と
増
え
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
猟
期
の
捕
獲
は
積
雪

の
影
響
を
受
け
る
た
め
未
知
数
で
す
が
、

有
害
捕
獲
許
可
に
よ
る
捕
獲
は
、
出
没
数

の
減
少
も
あ
り
全
体
的
に
は
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
捕
獲
活
動
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
担
い

手
を
確
保
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に

協
力
い
た
だ
け
る
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者

に
対
し
、
免
許
取
得
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
上
限
10
万
円
の
範
囲
で
補
助
し
て
い

ま
す
。

補
助
金
の
対
象
と
な
る
免
許
や
経
費
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
農
林
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
補
助

金
の
申
請
を
さ
れ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

猟
友
会
等
と
の
連
携
で捕

獲
強
化

捕
獲
頭
数
の
傾
向

狩
猟
免
許
取
得
補
助
制
度

侵
入
防
止
柵
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獣害対策の取り組み
地
域
で
の
活
動

新
た
な
対
策

地
域
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
な
追
い
払
い
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
有
害
鳥
獣
が
近
寄
り
に

く
い
環
境
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
小
型
檻
で
の
捕

獲
に
加
え
、
大
型
の
捕
獲
檻
を
導
入

し
て
新
た
な
手
法
で
の
群
れ
の
捕
獲

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
捕
獲

数
の
倍
増
を
目
指
し
て
お
り
、
群
れ

数
、
生
息
数
の
半
減
を
目
標
に
、
今

年
の
冬
か
ら
試
行
を
開
始
し
ま
す
。

ク
マ
の
出
没
に
注
意

ニ
ホ
ン
ザ
ル

大
型
捕
獲
檻
の
導
入

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
対
策

町
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
、
動
物
駆
逐
用
煙
火
（
轟
音
玉
、
三
連

発
等
）
の
取
扱
資
格
取
得
支
援
や
追
い
払

い
用
花
火
の
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
３

年
度
は
、
新
規
68
人
を
含
む
２
１
４
人
が

受
講
し
、
取
扱
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

煙
火
講
習
会
は
年
一
回
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
日
程
は
広
報
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で
、
資
格
取
得
を

希
望
す
る
方
は
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
範
囲

を
拡
げ
て
お
り
、
実
際
に
捕
獲
数
も
増
え

て
い
ま
す
。
国
で
も
生
息
頭
数
の
半
減
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
た
め
、
町
と
し
て
も

積
極
的
な
捕
獲
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

し
て
い
る
日
本
自
然
保
護
協
会
や
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
連
携
し
て
生
息
数
や
生

息
域
の
情
報
共
有
な
ど
を
行
い
、
今
後
、

効
果
的
な
捕
獲
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
民
参
加
で
の
追
い
払
い
活
動

秋
も
深
く
な
り
、
冬
眠
を
控
え

た
ク
マ
は
食
欲
が
増
し
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
採

り
等
で
山
野
に
入
り
込
む
こ
と
が

多
い
時
期
は
、
ク
マ
に
出
合
い
負

傷
す
る
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。

林
の
中
や
森
林
に
隣
接
す
る
畑

周
辺
に
も
ク
マ
が
潜
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
作
業
中

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、薄

暗
い
森
の
中
の
散
歩
や
、
野
外
活

動
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
】

❶

野
外
（
農
作
業
や
散
歩
、
山

菜
採
り
等
）
に
出
か
け
る
場
合

は
、ラ
ジ
オ
や
ク
マ
鈴
な
ど
、音

の
出
る
も
の
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

❷

新
し
い
糞
（
ふ
ん
）
や
足
跡

を
見
つ
け
た
時
は
、
近
く
に
ク

マ
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

❸

子
グ
マ
の
近
く
に
は
母
グ
マ

が
必
ず
い
ま
す
。
母
グ
マ
は

子
グ
マ
を
守
る
の
に
必
死
で
、

襲
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
グ
マ
に
は
絶
対
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❹

突
然
の
ク
マ
と
の
出
会
い
が

一
番
危
険
で
す
。
山
菜
採
り
な

ど
に
夢
中
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
水
の
流
れ
が
激
し
い
沢

や
風
雨
の
強
い
日
は
お
互
い
に

物
音
が
聞
こ
え
な
い
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

❺

早
朝
や
夕
方
の
薄
暗
い
時
間

帯
は
ク
マ
の
活
動
が
活
発
に
な

る
こ
と
か
ら
、
食
べ
物
探
し
に

夢
中
の
ク
マ
は
人
の
接
近
に
気

付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
時
間
帯
の
行
動
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

【
目
撃
し
た
ら
連
絡
を
】

町
で
は
、
登
録
制
防
災
メ
ー
ル

で
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
目
撃
し
た
の
か
、

落
ち
着
い
て
警
察
や
獣
害
対
策
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
緊
急
時
に
は

沼
田
警
察
署
１
１
０
番

☎
０
２
７
８（
２
２
）０
１
１
０

●
目
撃
・
被
害
情
報
は

農
林
課
獣
害
対
策
係

☎
０
２
７
８（
６
４
）０
１
１
１
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役場からのお知らせ
Town Office Information

「糖尿病」早めの気づきが大切 ～11月14日は　　「世界糖尿病デー」～
問い合わせ先 子育て健康課  健康推進係　☎0278（62）2527

■世界糖尿病デーとは
　誰もが耳にしたことがある糖尿病。糖尿病は日本だけでなく世界的に拡
大を続けています。それを受け、国連は11月14日を「世界糖尿病デー」
とし、糖尿病の予防と治療に対する啓発を推進しています。

■みなかみ町の糖尿病の実態
　昨年度、国民健康保険加入者を対象に実施した特定健
診では、受診者の45.3％の方が糖尿病または糖尿病の予
備軍であることが分かりました。平成27年度に37.6％
であった割合は、この5年間で約1.2倍に増加している状
況です。また、今年の6月から8月にかけて実施した特定
健診の受診者において、糖尿病またはその疑いがあると
の判定で受診が必要と診断された人のうち、約78％の方
（10月上旬現在）が受診を放置している状況です。

■子どもにもおよんでいる糖尿病（14歳の健診結果より）
　子どものうちから自分の健康状態を把握し、生活習慣病
を予防することを目的に、中学2年生の希望者を対象に14
歳の健診を実施しています。今年度の健診結果では、糖尿
病の検査値を示すHbA1cの数値が5.6％以上の「糖尿病予
備軍」と診断された生徒が全体の17.5％であることが分
かりました。
※HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）とは、過去1～2
カ月の平均的な血糖値の状態を示します。

■糖尿病を予防・改善するためには
　糖尿病は自覚症状がなく進行し、放っておくと人工透析や失明、下肢切断等の合併症を発症する怖い病気で
す。糖尿病を予防・改善するために、食事の摂り方や運動などの生活習慣を見直しましょう。また、定期的に
医療機関を受診し、必要な検査や治療を受け、血糖をコントロールしていくことも大切です。

糖尿病
予備群
17.5％

正常
82.5％

0

10

20

30

40

50

令和2年度平成30年度平成27年度

37.6％
42.0％

45.3％

（％）

約1.2倍に増加

●令和3年度 14歳の健診
　糖尿病検査（HbA1c）の結果

●糖尿病または糖尿病予備群の割合

ウォーキングや筋力トレーニングな
ど、まずは1日プラス10分（1,000
歩）から始めましょう。また、なる
べく階段を利用したり、近い距離は
歩いたりしましょう。

毎食「主食」＋「主菜」＋「副菜」
をそろえてバランス良く食べま
しょう。

合併症の発症を予防するためには、
血糖値をうまくコントロールする
必要があります。自己判断で治療
や検査を中断しないようにしま
しょう。

食物繊維は、血糖値の急激な上昇を抑えてくれます。
野菜は1日小鉢5皿を目安に摂りましょう。

適度な運動に取り組む食事はバランス良く食べ、
腹八分目を心がける

適切な治療・検査を受ける食事は「野菜」から食べる

受診が必要な人のうち、約5人に4人が未受診です！

中
学
２
年
生
の

６
人
に
１
人
は

糖
尿
病
予
備
軍
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役場からのお知らせ
Town Office Information

マイナポイントの申請はお早めに
問い合わせ先 町民福祉課  住民・戸籍係　☎0278（25）5029

　令和3年4月末までにマイナンバーカードの交付申請をされた方は、マ
イナポイントの対象となります。令和3年12月末までにマイナポイント
の申し込みおよびキャッシュレス決済サービスでお買い物やチャージを
ご利用いただくと、利用金額の25％分のポイント（一人あたり最大5,000
円分）を受け取ることができます。
　なお、付与されたポイントには有効期限がありますのでご注意ください。

■マイナポイントとは
　マイナンバーカードを利用して申し込みをされた
方を対象に、民間キャッシュレス決済サービスへの
チャージ等に応じて、国が一人あたり最大5,000
円分付与する制度
■マイナポイント付与対象者
　令和3年4月末までにマイナンバーカードの交付
申請をされた方（平成27年の制度開始以降に交付
申請された方も含む）

■マイナンバーカード受取時の注意点
　病気や身体の障害等やむを得ない理由により本
人の来庁が困難である場合には、必
要な手続きを済ませることで代理人
がカードを受け取ることができます。
（本庁又は支所にご相談ください） 
なお、お仕事の多忙、通勤通学のた
め来庁が困難な場合は、やむを得な
い理由に該当しません。

家庭で
不要になったパソコンを無料回収します
問い合わせ先 生活水道課 奥利根アメニティパーク業務係　☎0278（64）1167

　町では、「小型家電リサイクル法」の認定事業者である ｢リネットジャパンリサイクル㈱｣
と協定を締結し、家庭で不要になったパソコンの宅配便による無料回収を始めました。利用
方法は以下のとおりです。

1 2 3申込み 詰める 回収

リネットジャパンへ申込
https://www.renet.jp

パソコン等を
ダンボールに詰める

宅配業者が希望日時に
自宅から回収

●データはご自身で消去してください。（無料消去ソフトの提供などのサービスもあります。）　
●他の小型家電、プリンタなどの周辺機器も一緒に回収可能です。
●パソコンを含むダンボール1箱分(3辺の合計が140cm以内、重さ20kg以内)の回収料金が無料になり
ます。
●インターネットが使用できない方は、下記のお問い合わせ専用窓口へご相談ください。

リネットジャパンリサイクル㈱のHP https://www.renet.jp「リネットジャパン」検索）を確認、
もしくは、お問い合わせ専用窓口 ☎0570-085-800（10時～17時）にお問い合わせください。

詳しくは

回 収 手 順
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Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
．
Ｅ
Ｘ
Ｅ

今
シ
ー
ズ
ン
の
活
動
報
告
／
皆
さ
ま
へ
感
謝
の
コ
メ
ン
ト

３
人
制
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
．

Ｅ
Ｘ
Ｅ
は
、
プ
ロ
リ
ー
グ
「
３
ｘ
３
．
Ｅ

Ｘ
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
２
０
２
１
」
に

お
い
て
、
チ
ー
ム
初
と
な
る
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン

と
し
て
は
全
体
の
５
位
と
い
う
結
果
で
幕

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
く

も
来
シ
ー
ズ
ン
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
塚
さ
ん
は
「
目
標
で
あ
る
日
本
一
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
去
最
高
成
績

を
収
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
と

し
て
成
長
で
き
て
い
る
と
い
う
自
信
に
繋

が
っ
た
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
俊
さ
ん
、
日
下
謙
人
さ
ん
か
ら
、

日
頃
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
皆
さ
ま
へ
感
謝
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
日
の
プ
レ
ー
オ
フ
を
も
ち
ま
し
て
、

「
３
ｘ
３
．
Ｅ
Ｘ
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ

２
０
２
１
」
の
全
行
程
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
．
Ｅ
Ｘ
Ｅ
を
支

え
て
く
れ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
様
、
関
係
者
様
、

フ
ァ
ン
の
皆
様
お
よ
び
町
民
の
皆
様
、
本

当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
開
幕
１
カ
月
前
に
、
腕
の
前

腕
部
の
骨
折
に
よ
り
離
脱
、
チ
ー
ム
に
多

大
な
迷
惑
を
か
け
た
中
、
仲
間
の
活
躍
に

よ
り
、
初
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
優
勝
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
レ
ー
オ

フ
で
も
総
合
順
位
５
位
と
着
実
に
チ
ー

ム
と
し
て
成
長
し
て
い
る
の
を
感
じ
つ
つ
、

目
標
の
日
本
一
ま
で
後
一
歩
の
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

初
年
度
か
ら
の
チ
ー
ム
テ
ー
マ
『
み
な

か
み
か
ら
世
界
へ
』
も
現
実
味
を
帯
び
て

き
て
る
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
位
置
ま

今
シ
ー
ズ
ン
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
、
ス
ポ

ン
サ
ー
、
町
の
皆
様
、
関
係
者
の
方
々
の

お
か
げ
で
今
年
も
無
事
に
シ
ー
ズ
ン
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
一
に

な
っ
て
世
界
大
会
に
出
場
す
る
『
み
な
か

み
か
ら
世
界
へ
』
の
目
標
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
チ
ー
ム
力
が
上

が
っ
て
き
た
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。

ラ
イ
ブ
配
信
や
試
合
を
見
て
い
た
だ
き
、

コ
メ
ン
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て

と
て
も
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。
４
シ
ー
ズ

ン
目
を
終
え
て
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
チ
ー
ム
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
は
皆
様
に
試
合
会
場

で
熱
い
試
合
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

で
き
ま
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
．
Ｅ

Ｘ
Ｅ
の
強
み
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
選
手

６
名
に
加
え
、
合
計
11
名
の
選
手
と
３
名

の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
お
陰
で
、
日
々
切

磋
琢
磨
で
き
る
環
境
が
み
な
か
み
町
に
と

と
の
っ
て
い
る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
代
表

と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
選
手
と

し
て
も
ま
だ
ま
だ
成
長
で
き
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

来
年
度
こ
そ『
み
な
か
み
か
ら
世
界
へ
』

い
け
る
よ
う
に
、
日
々
全
力
で
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
熱
い
声
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

先
日
の
プ
レ
ー
オ
フ
を
も
ち
ま
し
て
、

今
シ
ー
ズ
ン
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が

日

大
塚

俊
さ
ん

下謙人さん
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途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
「
赤
谷
の
森
を
育
て
る
活
動
」

第
４
回
世
界
青
少
年
「
志
」
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

り
を
し
や
す
く

す
る
た
め
に
、

人
工
林
を
伐
採

し
た
エ
リ
ア
を

も
と
の
自
然
の

森
に
戻
し
て
い

く
た
め
の
活
動

と
し
て
、
日
本

自
然
保
護
協
会

の
出
島
誠
一
さ

ん
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
地
域

協
議
会
の
石
坂

克
之
さ
ん
（
町

組
）
と
一
緒
に
、

赤
谷
の
森
で
採

取
し
た
ミ
ズ
ナ

ラ
の
ド
ン
グ
リ

か
ら
お
こ
し
た

苗
の
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

イ
ヌ
ワ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
生
物
多
様

性
の
保
全
や
復
元
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
に
、

田
村
大
翔
さ
ん
（
猿
ヶ
京
・
沼
田
高
校
２

年
）、
石
飛
樹
さ
ん
（
布
施
・
同
校
１
年
）、

ク
レ
イ
グ
翔
音
さ
ん
（
東
峰
・
同
校
１
年
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
小
学
生
の
時
に
新
治
小
学
校

で
環
境
学
習
や
親
子
ド
ン
グ
リ
拾
い
活
動
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
通
じ
て
、

自
然
の
大
切
さ
を
学
び
、
高
校
生
に
な
っ

た
今
も
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
自
然
を
ま
も
り
い
か
し
ひ
ろ
め
る
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
赤
谷
の
森
で
イ
ヌ
ワ
シ
が
狩

文
部
科
学
省
や
環
境
省
が
後
援
す
る

「
第
４
回
世
界
青
少
年
『
志
』
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
石
飛

樹
さ
ん
（
布
施
・
沼
田
高
校
１
年
）
が
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

石
飛
さ
ん
は
、
赤
谷
の
森
を
テ
ー
マ
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
１
次
・

２
次
審
査
を
経
て
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
12

名
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

10
月
10
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
本
大
会
で
は
、
自
宅
前
の
自
然
を
活
か

す
な
ど
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
が

審
査
委
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、見
事「
優

秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

後
閑
区
が
「
令
和
３
年
度
優
良
道
路
愛

護
団
体
」
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
道
路

交
通
の
安
全
と
道
路
の
正
し
い
利
用
促
進
、

道
路
愛
護
な
ど
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
そ

の
中
で
も
特
に
顕
著
な
団
体
等
に
授
与
さ

れ
る
も
の
で
す
。

９
月
28
日
に
群
馬
県
沼
田
土
木
事
務
所

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
同
日
、
受

賞
報
告
の
た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

後
閑
区
で
は
、
昭
和
32
年
か
ら
道
路
美

化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▲出島誠一さん（中央右）と苗の植樹活動をしました

▲手作りの資料で堂々とプレゼンした石飛さん
▲国土交通大臣表彰を受賞された
　後閑区の役員の皆さん（左が増田幸雄後閑区長）

彼
ら
が
小
学
校
の
時
に
体
験
し
た

親
子
ド
ン
グ
リ
拾
い
活
動
は
、
今
も
新

治
小
学
校
で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、

み
な
か
み
の
す
ば
ら
し
い
自
然
が
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
豊
か

な
森
は
水
害
を
防
ぎ
、
飲
み
水
を
作

り
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
、
わ
た
し

た
ち
の
命
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

▲クレイグ翔音さん▲石飛樹さん▲田村大翔さん
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町
内
の
各
園
・
学
校
で
運
動
会
が
開
催

産
官
学
金
に
よ
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
退
任
／「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆
大
使
」の
任
命

「
ミ
ナ
カ
ミ
ハ
ー
ト
ラ
イ
タ
ー
ズ
」
誕
生

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
町
内
の
こ

ど
も
園
や
小
中
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

昨
年
度
と
同
様
、
観
覧
者
の
制
限
や
規
模

の
縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
秋
の
恒
例
行

事
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
ど
も
園
の
園
児
や
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
ら
は
、
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
よ
う
と
、
演
技
や
競
技
に

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

統
合
前
最
後
の
運
動
会
と
な
っ
た
各
中

学
校
で
は
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
全
力
で

取
り
組
む
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

町
は
、
水
上
温
泉
街
の
再
生
や
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、

９
月
22
日
に
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

（
東
京
都
）、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
（
同
）、
株
式
会
社
群
馬
銀
行
と
４

者
に
よ
る
「
産
官
学
金
」
で
の
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
協
定
で
は
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な

街
づ
く
り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
観
光
・

産
業
振
興
な
ど
の
地
域
経
済
の
発
展
、
環

境
保
全
な
ど
８
項
目
を
定
め
、
目
的
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

町
内
の
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
た
ジ
ェ

ン
キ
ン
ス
・
ジ
ャ
ズ
ミ
ン
さ
ん
、
シ
エ
ロ
・

ロ
ハ
ス
さ
ん
が
９
月
末
を
も
っ
て
退
任
す

る
こ
と
か
ら
、
２
名
に
対
し
て
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ

絆
大
使
」
が
任
命
さ
れ
、
田
村
教
育
長
か

ら
任
命
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
と
母
国
と
の
友
好
関
係
の
「
絆
」
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
総
務
大
臣
か

ら
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ジ
ャ
ズ
ミ
ン
さ
ん
は
、
新
治
地
区
の
小

中
学
校
の
担
当
と
し
て
４
年
間
、
シ
エ
ロ

さ
ん
は
月
夜
野
地
区
の
小
学
校
の
担
当
と

し
て
３
年
間
勤
務
し
、
町
内
の
英
語
教
育

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
わ

か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
み
な
か
み
ハ
ー
ト
ラ
イ
タ
ー
ズ
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
住
む
20
～
30
代
の
女
性
５
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
「
み
な
か

み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
価
値
や
魅

力
に
着
目
し
た
記
事
を
展
開
。
み
な
か
み

発
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
」

に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▲水上中学校３年生によるソーラン節

▲オンライン形式により行われた締結式

▲ジャズミンさん（左）とロハスさん（右）

▲ミナカミハートライターズの５名の皆さん
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宇
津
木
信
之
介
さ
ん

（
川
上
在
住
）

第32号

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
だ
よ
り

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局（
総
合
戦
略
課
）
☎
０
２
７
８（
２
５
）５
０
０
１

湯
宿
区
で
は
、
温
泉
街
を
昔
の
よ
う

に
賑
や
か
に
し
た
い
！
と
い
う
思
い
か

ら
、
任
意
団
体
で
あ
る
ゆ
じ
ゅ
く
ら
ぶ

を
中
心
に
、
湯
宿
温
泉
地
域
活
性
化
事

業
と
し
て
野
外
映
画
「
湯
宿
温
泉
シ
ネ

マ
」
を
９
月
、
東
京
藝
術
大
学
の
学
生

と
の
企
画
展
「
ア
ー
ト
イ
ン
湯
宿
」
を

10
月
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
令
さ

れ
、
参
加
者
が
密
に
集
ま
る
こ
と
は
危

険
と
判
断
し
、
今
年
度
の
事
業
は
や
む

な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
小
さ
な
温
泉
街
で
も
地
域
住
民

と
の
連
携
・
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
昔

あ
っ
た
文
化
・
歴
史
を
見
直
し
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
親
世
代
が
子
ど
も
た
ち
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
「
面
白
い
事
業
」
を
企
画
し
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
新
治
支
部

委
員

本
多

工

新
治
支
部
の
活
動

～
湯
宿
温
泉
地
域
活
性
化
事
業
～

▲150人が参加した2019年開催の湯宿温泉シネマ▲東京藝術大学生の「アートイン湯宿2018秋」の作品

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
花
植
え
作
業

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

10
月
３
日
、
に
い
は
る
花
の
里
づ
く
り

委
員
会
に
よ
る
花
植
え
作
業
が
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
治
中
学
校
の
生
徒
と
婦
人

会
ら
総
勢
約
１
３
０
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
作
業
に
参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の

パ
ン
ジ
ー
約
２
０
０
０
株
を
花
壇
一
面
に

植
え
付
け
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
花
で
町
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
合
併
前
の
新
治
地
区
で
始
め
ら
れ

た
も
の
で
、
参
加
し
た
中
学
生
は
「
花
植

作
業
は
初
め
て
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
花

壇
が
き
れ
い
に
な
っ
て
嬉
し
い
」
な
ど
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
１
日
付
け
で
、
渡
辺
孝
さ
ん
（
新

巻
）、
小
野
達
寿
さ
ん
（
阿
能
川
）
が
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
人
格
識
見
が
高
く
、
広
く

社
会
の
実
情
に
精
通
し
て
い
る
お
二
人
の

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
９
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

た
平
原
文
雄
さ
ん
（
綱
子
）、
林
耕
平
さ

ん
（
新
巻
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
２
期

６
年
の
長
き
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た
だ
き

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
住
民
か
ら
の
人

権
相
談
に
応
じ
た
り
、
人
権
に
関
す
る
啓

発
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
方
々
で
す
。

▲みんなで協力して植え付け作業をしました▲渡辺孝さん ▲小野達寿さん
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み
な
か
み
町
ス
ポ
�
ツ
少
年
団
の
ご
紹
介

■
代
表
者
▽
林

兼
光
さ
ん
（
下
新
田
）

■
練
習
日
▽
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

■
コ
メ
ン
ト

新
治
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
愛
好
会

は
、
新
治
中
バ
レ
ー
部
が
部
活
動
以
外
で

技
術
と
チ
ー
ム
力
の
向
上
を
図
る
目
的
で

活
動
し
て
い
る
育
成
母
集
団
で
す
。
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
関
わ
り
、
日
々

楽
し
く
、
自
分
自
身
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
部
活
動
と
連
携
し
、
よ
り

一
層
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
の
た

め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
代
表
者
▽
三
富
市
已
さ
ん
（
政
所
）

■
練
習
日
▽
毎
週
土
曜
日
午
前

■
コ
メ
ン
ト

群
馬
国
体
み
な
か
み
町
開
催
予
定
種
目

の
ホ
ッ
ケ
ー
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
層
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
子
、
将
来
の
群
馬
県
代
表
選
手
を

目
指
し
た
い
子
、
外
で
体
を
動
か
す
の
が

好
き
な
子
な
ど
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

見
学
・
体
験
は
随
時
可
能
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

*o
ffice@

m
in
akam

i-h
o
ckey.co

m

問
い
合
わ
せ
先
／
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

☎（
２
５
）５
０
２
５

▲新治中学校バレーボール部愛好会の皆さん

▲月夜野ホッケースポーツ少年団の皆さん

新
治
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
愛
好
会

月
夜
野
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

子育て
今昔物語

　時代が変われば子育ての常識も日々変わっていきます。変化

の違いがわかれば子育て・孫育てがスムーズになることでしょう。

　そこで、隔月のシリーズとして「子育て今昔物語」をお届け

します。

問い合わせ先／子育て健康課　健康推進係　☎（62）2527

今回のテーマ むし歯予防
　11月8日は「いい歯」の日です。歯と口の健康は、

食べたり会話をするうえでとても大切です。

　「乳歯は生え替わるから、むし歯になっても大

丈夫？」などと思いがちですが、乳歯が生えそろう

頃には永久歯のもとができています。そのため、乳

歯がむし歯になると永久歯の成長に影響をおよぼ

します。何より、口の中にむし歯菌が存在している

ため、生えたばかりの永久歯がむし歯になりやく

なってしまいます。

　生まれたばかりの赤ちゃんの口の中にはむし歯

菌は存在しておらず、大人から感染することがほ

とんどです。そのため、大人がかみ砕いて与える

ことや、大人が使っている箸やスプーンで食べさ

せることは、むし歯菌を一緒に与えることになって

しまいます。離乳食はお口の成長に合わせた柔ら

かさに調理し、子ども用のスプーンで与えるように

しましょう。

　大人も子どもも口の中

を清潔な状態に保つため、

歯みがきなどのセルフケア

に加え、かかりつけ歯科医

を持って定期的なチェック

を受けましょう。 
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●相談、教室【子育て健康課　健康推進係　☎（62）2527】
相談・教室等 対　象　者 日　　程 時　　　間 備　　考

母子健康
手帳交付 妊娠されている方 月・木 9:00～11:30

13:00～16:00
所 子育て健康課
持 妊娠届出書、個人番号カード

ママヨガ教室 妊娠中から産後
12か月までの母親 11/11（木） 10:30～11:30 所 にいはるこども園2階(汽車ぽっぽ)

予 汽車ぽっぽ ☎（64）1848　員 6人

ベビー
マッサージ

生後2か月から
1歳までの乳児 11/19（金） 10:30～11:15 所 保健福祉センター

予 健康推進係　員 8組

乳児相談
3か月児

11/11（木）

10:00～10:15
所 保健福祉センター
内 計測・問診・栄養相談8か月児 9:45～10:00

12か月児 10:15～10:30

母乳相談 妊婦及び産婦 訪問による母乳相談を実施します。
相談を希望される方はご連絡ください。

●健　診【子育て健康課　健康推進係　☎（62）2527】
健診の種類 対　象　者 日　程 時　　間 備　　考

4か月児健診 令和3年7月生 11/17（水）　時間については
個別に通知します
のでご確認くださ
い。なお、都合の
悪い場合は子育て
健康課へお問い合
わせください。

所 保健福祉
　 センター

10か月児健診 令和3年1月生 11/17（水）

1歳6か月児健診 令和2年2月17日～4月23日生 11/16（火）

2歳児歯科健診 令和元年10月7日～11月10日生 12/8（水）

2歳6か月児歯科健診 平成31年3月26日～令和元年5月生 12/14（火）

3歳児健診 平成30年8月11日～10月生 11/10（水）

所：場所　予：要予約　員：定員　持：持ち物　内：内容

●子育て支援センター、子育てサークル【子育て健康課　子育て支援係　☎（25）5009】
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、休館もしくは変更等が生じる場合があります。また、人数制限や
時間制限等がありますので、利用を希望される際はイベント当日に各支援センターへお問い合わせください。

　なお、しばらくの間は町民のみ利用可能とします。
イベント メ　ニ　ュ　ー 日　　程 時　　間 お知らせ 場　　所

汽車ぽっぽ

親子ふれあい 月～金 10:00～12:00
13:30～16:00 予

子育て支援センター
（にいはるこども園2階）

☎（64）1848

Let’s Music 11/4（木） 10:30～11:30 予

保健師のミニ講座『骨密度を測ろう』11/15（月）10:30～12:00 予

助産師さんに学ぼう！『身体のこと』 11/22（月）10:30～12:00 予

大きくなったかな？ 11/24（水）
～30（火）

10:00～12:00
13:30～16:00 予

キラキラ 親子ふれあい 火・金 10:00～12:00 予 にいはるこども園体育館隣

わくわく 親子ふれあい 水 10:00～12:00 予 水上公民館2階和室

にこにこ
クラブ 親子ふれあい 11月は

お休み 保健福祉センター

ぽかぽか
親子ふれあい 月・火・水 10:00～12:00

13:00～15:00 予 限定各3組 NPO法人北風塾
きたかぜはうす
☎（25）3535クリスマス飾り製作 11/16（火） 10:30～

13:30～ 予 限定各3組

さくらんぼ
ルーム

親子ふれあい 月～金 9:30～12:00
13:00～15:30 予 限定各4組 つきよのこども園

☎(25)8400
親子製作 11/10（水） 10:00～

内 千歳飴袋作り
予 限定4組

■対象者／就学前の子どもと保護者　■参加費／無料　※参加費がかかる場合はお知らせ欄に記入します。
持：持ち物　予：要予約　内：内容
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大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

わ
ら
ア
ー
ト
の
展
示
が始

ま
り
ま
す

お
知
ら
せ

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

場
合
は
、
市
町
村
を
経
由
し
て
県
知
事
宛

て
に
届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
土
法
に
基
づ
く
届
け
出
】

■
取
引
土
地
面
積
▽
市
街
化
区
域
内
＝
２

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
／
市
街
化
区

域
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内
＝
５
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
／
都
市
計
画
区
域
外

＝
１
０
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

■
届
出
者
▽
土
地
を
買
っ
た
者

■
届
出
期
間
▽
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

■
届
出
先
▽
土
地
所
在
市
町
村
役
場

【
公
拡
法
に
基
づ
く
届
け
出
】

■
取
引
土
地
面
積
▽
都
市
計
画
施
設
の
区

域
内
＝
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
／
市

街
化
区
域
内
＝
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
／
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区

域
内
＝
１
０
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

■
届
出
者
▽
土
地
所
有
者

■
届
出
期
間
▽
売
買
契
約
を
結
ぶ
３
週
間

前
ま
で

■
届
出
先
▽
土
地
所
在
市
町
村
役
場

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
整
備
課

都
市
計
画
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
２
１

ス
ト
ッ
プ
！
不
正
軽
油

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
た
く
み
の
里
の
秋

の
風
物
詩
「
わ
ら
ア
ー
ト
」
の
展
示
が
今

年
も
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
夏
に
こ
の
世
を
去
っ
た
里
の
人

気
者
、
周
遊
馬
車
の
カ
ン
タ
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
新
作
『
カ
ン
タ
塚
』
や
、
年
賀
状

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
方
に
訪
れ

て
い
た
だ
こ
う
と
、来
年
の
干
支
『
ト
ラ
』

な
ど
を
新
た
に
製
作
し
、
里
内
７
カ
所
に

合
計
８
体
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

わ
ら
ア
ー
ト
は
、
た
く
み
の
里
近
隣
の

農
家
さ
ん
よ
り
提
供
さ
れ
た
わ
ら
を
使
用

し
て
お
り
、
冬
の
時
期
か
ら
着
々
と
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
つ

く
る
取
り
組
み
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る

わ
ら
ア
ー
ト
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。��

■
問
い
合
わ
せ
先

道
の
駅
た
く
み
の
里

☎
０
２
７
８
（
６
４
）
２
２
１
０

催
し
物

▶
今
年
の
新
作
で
あ
る
カ
ン
タ
塚（
上
）と
ト
ラ（
下
）
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■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎0278（62）0540

地域包括
支援センター
からのお知らせ

　インフルエンザやノロウイルスなど、冬の感染症が流行する時期になりました。手洗い、手指消毒、マ
スクの着用は感染症対策の基本であり、新型コロナウイルスにも有効です。今回は効果的な手指消毒（ア
ルコールジェル）の正しい手順をご紹介します。

冬の感染症対策をしましょう
～正しい手順で手指消毒～

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
期

の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
す
日
と
し

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
毎
年
11
月
30
日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ま
た
、
各
種
通
知
書
を
紛
失
し
た
場

合
な
ど
に
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
か

ら
い
つ
で
も
再
交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ�

■
問
い
合
わ
せ
先

渋
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
１
４

町
民
福
祉
課
医
療
係

☎
０
２
７
８（
２
５
）５
０
１
０

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」で
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整・確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

令
和
３
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
へ
、
納
付
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」（
は
が
き
）
が
、
10
月
下
旬
か

ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
（
10
月
１
日
以
降

に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
２
月
に
郵

送
予
定
）。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
ま
た
は
国

民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
す
る
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
破
棄
や
紛

失
に
よ
り
再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、

渋
川
年
金
事
務
所
へ
連
絡
す
る
か
、「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
か
ら
再
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

�����������������������

�����������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

・�指の間や爪の間などは特に意識して消
毒しましょう。
・�手指消毒をするときは、消毒が乾くま
で15秒以上擦りこみましょう。乾き
が不十分だと空気中のウイルスや菌が
手に付着しやすくなってしまいます。

❶ 消毒液を適量手のひ
らに受け取る

❷手のひらと手のひら
　を擦り合わせる

❸指先を手のひらに擦
　りつける

❺両手の指の間を擦る❹手の甲を擦る

❻親指を反対の手で包
　むように擦る

❼手首を擦る ❽乾くまで擦りこむ

ポイント
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■問い合わせ先
　町民福祉課 高齢介護係
　☎0278（62）2280

　外出自粛の緩和により「おうち時間」が減りつつありますが、みなさんの「運動時間」はいかがでしょ
うか。以前よりアクティブになっている人もいるかもしれません。新型コロナウイルスの感染に注意しつ
つ、天気の良い日は秋の空気を吸いに外に出るのがおすすめです。色づく紅葉に季節の変化を感じながら、
思い切り手足を伸ばしてみましょう。
　スポーツの秋と言われるように秋は運動に適した季節です。できる範囲で運動を頑張って、少しでも筋
力をつけてみませんか。そして1カ月後、今までと違う自分にもし出会えたら、自分を褒めてあげましょう。
　それでは今月の運動をご紹介します。寒くなってくると身体が丸くなりがちなので、意識して身体の脇
や腰を伸ばしたり、胸を大きく広げたりしましょう。

その❶　両ひじを抱えた状態で頭の上に持ち上げる。背筋は伸ばしたまま上半身を前に傾ける。

その❷　下腹部を意識して、座った状態から両足を持ち上げる。

その❸　両ひじを抱えた状態で背筋を伸ばしたまま左右にひねる。

65歳以上の方向け

おうち時間で筋力をアップしよう ～進化編～
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廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料
処
分
を
実
施

第
17
回
み
な
か
み
町
成
人
式

大
腸
が
ん
郵
送
検
診

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
で
は
、
家

庭
で
使
用
し
た
廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料
処
分

を
実
施
し
ま
す
。
不
要
な
タ
イ
ヤ
類
や
消

火
器
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
日
時
▽
11
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午

■
場
所
▽
奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
水
道
課

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
業
務
係

☎
０
２
７
８
（
６
４
）
１
１
６
７

お
知
ら
せ

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

新
成
人
に
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
す

と
と
も
に
、
町
全
体
で
新
成
人
の
門
出
を

祝
福
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
17
回
み
な

か
み
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
▽
令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）
午

後
１
時
～

■
会
場
▽
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
▽
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
そ
の
他
▽
該
当
者
に
は
11
月
初
旬
に
案

内
を
送
付
し
ま
す
。
案
内
が
届
か
な
い
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
２
５

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
屋
（
住
宅
、
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
な

ど
の
建
物
）
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場

合
に
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
税
務
課
職
員
が
家
屋

調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

届
け
出
に
よ
っ
て
課
税
台
帳
か
ら
削
除
さ

れ
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
届
け
出
は
忘
れ
ず
に
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の

場
合
は
、
役
場
へ
の
届
け
出
の
ほ
か
に
法

務
局
で
滅
失
登
記
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

資
産
税
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
０
６

国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ま
の
健
康
と
生
活
の
質
の
維
持
を
図
る

と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

【
重
複
・
頻
回
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
】

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
は
、
重
複
す
る
検
査
や
薬
に
よ

り
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
回
数
を

適
切
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
に
不
安

が
あ
る
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【
薬
の
数
や
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
】

薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
飲
み
す
ぎ
に
よ
る

副
作
用
を
防
ぐ
た
め
に
、
お
く
す
り
手
帳

を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
医
療
機
関

や
薬
局
を
利
用
す
る
場
合
、
お
く
す
り
手

帳
を
受
診
時
に
提
示
し
、
薬
の
飲
み
合
わ

せ
や
飲
み
す
ぎ
が
な
い
か
医
師
や
薬
剤
師

に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康

状
態
、
受
診
・
服
薬
習
慣
や
生
活
習
慣
に

つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課

医
療
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
１
０

11
月
１
日
か
ら
12
月
25
日
に
か
け
て
大

腸
が
ん
の
郵
送
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

郵
送
検
診
と
は
、
医
療
機
関
に
出
向
く

こ
と
な
く
、
自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
大

腸
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

大
変
便
利
な
方
法
で
す
。
自
宅
で
２
日
分

の
便
を
採
り
、
郵
送
す
る
だ
け
で
手
軽
に

大
腸
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

希
望
調
査
で
郵
送
検
診
を
希
望
し
た
方

に
は
受
診
票
と
容
器
を
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
集
団
検
診
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
も
郵
送
検
診
を
受
け
る
こ

詳しくは、群馬労働局労働基準部賃金室【☎027-896-4737】
または県内の労働基準監督署までお問い合わせください。

～群馬県最低賃金が
改正されました～

必ずチェック最低賃金 使用者も 労働者も

円
に

時
間
額

群馬県
最低賃金は

令和3年10月2日より改定

8 6 5

と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
▽
40
歳
以
上
で
今
年
度
集
団
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方

■
検
診
医
療
機
関
▽
沼
田
脳
神
経
外
科
循

環
器
科
病
院

■
検
診
料
▽
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
健
康
課

健
康
推
進
係

☎
０
２
７
８
（
６
２
）
２
５
２
７
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医
療
・
介
護
の
仕
事
図
鑑

野
菜
園
芸
・
刈
払
機
講
習

募
　
　
集

（
公
財
）
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財

団
で
は
、
60
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
入
会
希
望
者
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー

会
員
が
、
新
た
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

に
興
味
・
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
▽
土
づ
く
り
や
野
菜
づ
く
り
の
基

本
お
よ
び
刈
払
機
取
扱
い
の
基
礎
的
知

識
・
技
能
の
習
得

■
開
催
日
▽
野
菜
園
芸
部
門
＝
12
月
20
日

（
月
）、
21
日
（
火
）
／
刈
払
機
取
扱
部
門

＝
12
月
22
日
（
水
）

■
会
場
▽
渋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
渋
川
市
吹
屋
３
７
６
）
ほ
か

■
定
員
▽
15
名

■
受
講
料
▽
無
料

■
申
込
方
法
▽
電
話
ま
た
は
郵
送
も
し
く

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
▽
12
月
３
日
（
金
）

■
そ
の
他
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
開
催
日
の
変
更
、
ま

た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

（
公
財
）群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
４
０
０

℻
０
２
７
（
２
５
５
）
６
１
６
６

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
申
し
込
み
か
ら
入
居
ま
で
は
、
資

格
審
査
や
書
類
提
出
等
の
た
め
約
３
週
間

か
ら
１
カ
月
程
度
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

■
募
集
団
地

月
夜
野
地
区
▽
矢
瀬
団
地
、
第
２
矢
瀬
団

地
、
第
３
矢
瀬
団
地
、
上
河
原
団
地
、
上

牧
団
地

新
治
地
区
▽
上
布
施
団
地

水
上
地
区
▽
高
日
向
団
地
、
鹿
野
沢
団
地

※
各
団
地
の
空
室
状
況
や
、

各
部
屋
の
間
取
り
図
な
ど
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

群
馬
県
住
宅
供
給
公
社
み
な
か
み
支
所

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
８
４
２
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

沼
田
利
根
医
師
会
で
は
、
中
高
生
の
皆

さ
ん
に
医
療
や
介
護
の
仕
事
に
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
医
療
・
介

護
の
仕
事
図
鑑
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
利
根
沼
田
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
、
周

知
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
「
＃
仕
事

図
鑑
」
と
ポ
ス
タ
ー
写

真
入
り
で
投
稿
す
る
と
、

何
か
良
い
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ぬ
ま
た
と
ね
医
療
・
介
護
連
携
相
談
室

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
３
６
７
１

自衛隊群馬地方協力本部　沼田地域事務所　☎0278（23）4111

募集種目 資　　格 受付期間 試　験　日 試験会場

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の者 通年 11月28日、11月29日、
1月24日、2月11日、3月7日 別途お知らせ

高等工科学校
生徒（推薦）

男子で中卒（見込含）17歳未満の
成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を修め、学校長が推薦できる者

11月1日～
12月3日

令和4年1月8日～11日の
いずれか1日

高等工科学校
（神奈川県横須賀市）

高等工科学校
生徒（一般） 男子で中卒（見込含）17歳未満の者 11月1日～

１月14日 1月22日 勢多会館
（前橋市）

令和3年度自衛官等の募集案内
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群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
知
的
障

害
者
巡
回
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
▽
１
月
17
日
（
月
）
午
前
10
時
～

■
場
所
▽
テ
ラ
ス
沼
田
（
沼
田
市
役
所
）

■
相
談
内
容
▽
各
種
相
談
、
判
定
、
生
活

指
導
等

■
そ
の
他
▽
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

希
望
者
は
11
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
予
約

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

町
民
福
祉
課

障
害
・
福
祉
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
１
１

相
　
　
談

図書室だより　　　⿟ ⿟Book Information　　　11月

開室時間　午前9時～午後5時（正午～午後
1時までは休室）

休室日　毎週月曜および祝日

開室時間　午前9時～午後5時
休室日　毎週月曜（祝日の場合次の平日）と

祝日の翌日

中央公民館図書室　☎62-2275
※11月6、7、20、21日は臨時休室　

中

　 カルチャーセンター児童図書室
☎20-4040

カ

水上公民館図書室　☎72-3707水
新治公民館図書室　☎64-0111新

絵本読み聞かせ（おはなしの会）
※�毎月行われている絵本読み聞かせについ
ては、新型コロナウイルス感染症防止の
ため、当分の間、開催を見合わせます。

◆カルチャーセンター児童図書館からのお知らせ
・カルチャーセンター玄関前にブックポストを設置しています。
夜間や休室日でも図書の返却が可能ですので、ご活用くださ
い。ただし、CDやDVDは破損の恐れがありますので、返却
の際はブックポストを使用せず、図書室の窓口までお願いします。
・児童図書室の本やDVDは、スマートフォンなどから検索や予約ができま
す。詳しくは、カルチャーセンターまでお問い合わせください。
◆利用できるサービス
　各図書室については、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、図書の
貸出・返却のみの対応で開室しています。状況によっては変更になる場合
もありますので、各図書室または町ホームページでご確認ください。 
◆利用にあたってのお願い
・手洗い、手指消毒、咳エチケットなど感染予防にご協力ください。
・発熱など体調に不安のある方は利用をお控えください。
・来室時はマスクの着用をお願いします。

◆新着一般書
　もういちど／畠中恵／中
　九十八歳。戦いやまず日は暮れず／佐藤愛子／中
　白光／朝井まかて／水　氷獄／海堂尊／水
　臨床の砦／夏川草介／新
　教場Ｘ／長岡弘樹／新
　子どもも自分もラクになる

どならない練習／伊藤徳馬／カ

◆新着児童書
　おばけのソッチぞびぞびどうぶつえん

／角野栄子／中
　おばけのまんまる／ひろただいさく／中
　シロクマが嵐をこえてきた！／マリア・ファラー／水
　かうかうからす／ほそいさつき／水
　すずりくん／青柳貴史／新
　くまがうえにのぼったら／アヤ井アキコ／新
　あきらがあけてあげるから／ヨシタケシンスケ／カ

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い

ま
す
。
悩
み
や
不
安
な
ど
を
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
な
い
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
女
性
電
話
相
談
】

■
日
時
▽
毎
週
火
・
水
・
金
・
日
曜
日
の

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４

時
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

■
電
話
番
号
▽
０
２
７
（
２
２
４
）
５
２

１
０

【
男
性
電
話
相
談
】

■
日
時
▽
毎
月
第
４
日
曜
日
の
午
後
１
時

～
午
後
４
時

■
電
話
番
号
▽
０
２
７
（
２
１
２
）
０
３

７
２

■
問
い
合
わ
せ
先

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
（
２
２
４
）
２
２
１
１

と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
ん
電
話
相
談
室

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
をサ

ポ
ー
ト

群
馬
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
個

人
と
事
業
者
の
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
（
個
別
的
労
使
紛
争
）
を
解
決

す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

労
使
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
▽
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
労

働
者
お
よ
び
県
内
事
業
所
の
事
業
主

■
対
象
事
案
▽
解
雇
・
雇
い
止
め
・
配
置

転
換
・
懲
戒
処
分
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労

働
に
関
す
る
紛
争

■
費
用
▽
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
７
８
３
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■問い合わせ先　沼田脳神経外科循環器科病院
　　　　　　　　（へき地診療担当） ☎（22）5052

■問い合わせ先
　独立行政法人国立病院機構沼田病院 ☎（23）2181

地区 診療地・診療時間 11月 12月

水

上

大芦公民館（坂東会館）
9:00～12:30 5日（金） 3日（金）

北部生活改善センター
9:00～12:30

9日（火）
30日（火）

7日（火）
21日（火）

新

治

赤谷公民館
9:00～12:30 16日（火） 14日（火）

入須川分館
13:30～17:00

9日（火）
30日（火）

7日（火）
21日（火）

笠原生活改善センター
9:00～12:30

10日（水）
17日（水）

1日（水）
15日（水）

東峰分館
9:00～12:30 12日（金） 10日（金）

地区 診療地 開始時間 11月 12月

月
夜
野

小和知公民館前 15:20 25日（木）23日（木）

大峰集荷倉庫前 13:20 16日（火）21日（火）

水

上

大芦公民館前 13:20

25日（木）23日（木）
北部生活改善
センター前 13:40

原集古館前 14:10

粟沢公民館前 14:50

新

治

上羽場分館前 12:30

16日（火）21日（火）茅　原
高齢者会館前 13:50

入須川分館前 14:30

巡回診療車運行予定（国立沼田病院）

へき地診療（ふれあい出張診療）実施予定
（沼田脳神経外科病院）

みなかみ町社会福祉協議会
相　談　所

心配ごと（民生・人権・行政）相談所

法　律　相　談　所

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

●問い合わせ先　☎（62）0081●

群馬県保険医協会
24時間健康テレホンサービス
☎０２７-２３４-４

ヨ

９
ク

７
ナ

０
レ

※約3分の健康講話（テープ音声）が聞けます。

■新治会場 11月16日（火）
　会場：のぞみ館 相談室
■月夜野会場　12月21日（火）
　会場：町保健福祉センター2階

■水上会場 11月12日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　12月10日（金）
　会場：のぞみ館 相談室

11月の「直接相談タイム」
○11月11日（木）　歯科
○受付時間帯　午後７時30分～午後9時
◎上記時間帯は専門医が直接相談に応じます。

11
月

■月曜 リウマチと免
めん

疫
えき

■火曜 月
げっ

経
けい

痛
つう

と出
しゅっ

血
けつ

量
りょう

■水曜 歯
は

とジュースとおやつ

■木曜 採
さい

血
けつ

なしで24時
じ

間
かん

血
けっ

糖
とう

測
そく

定
てい

■金曜 毛
け

染
ぞ

め

■土日 夜
や

尿
にょう

症
しょう

って何
なん

歳
さい

から？

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
▽
毎
月
水
曜
日
（
午
前
ま
た
は
午

後
）

■
場
所
▽
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

（
沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２
）

■
そ
の
他
▽
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
予
約
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
７
８
（
２
３
）
２
１
８
５

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩
み
を

お
受
け
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
嫌
が
ら
せ
や
差
別
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
番
号
▽
０
１
２
０
（
７
７
１
）
２

０
８

■
相
談
時
間
▽
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
※
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
（
５
７
７
７
）
１
８
０
２



20広報みなかみ／2021.11

●
編
集
／
み
な
か
み
町
役
場
総
務
課

　
〒
3
7
9
-1
3
9
3
 群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
後
閑
3
1
8

　
☎
0
2
7
8
-6
2
-2
1
1
1
 FA
X
0
2
7
8
-6
2
-2
2
9
1

●
み
な
か
み
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.to
w
n.m
inakam

i.gunm
a.jp/

歳時記み
か
な
み

みなかみ町の
主な行事予定

1
1
月
号
 
第
1
9
3
号

 令
和
3
年
1
1
月
1
日
発
行

世帯数
女
男
総人口

7,950世帯（－13）
9,235人　（－16）
8,818人　（－17）
18,053人　（－33）

男の子 女の子 計
３人 ２人 ５人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（10/15現在）に基づくものです。

人口と世帯 10月1日
現　在

おともだちがふえたよ！9月の出生者

ホームページからも
ご確認いただけます

【金賞受賞者へ表彰盾贈呈】
3日㈷～4日㈭ ■  中止 文化祭
3日㈷ ■文化の日
23日㈷ ■勤労感謝の日

28日㈫ ■官庁仕事納め
28日㈫～30日㈭ ■消防団歳末特別警戒

※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、今後も各種イベント
や行事が中止になる場合がありますので予めご了承ください。詳
しくは、各イベントもしくは行事の主催者へお問い合わせください。

「白菜と豚肉のミルフィーユ蒸し」

12月

11月

●ワンポイントアドバイス
・加熱時間は電子レンジの機種やワット数によって異なるので、調節してください。
・柚子こしょうやポン酢をつけて食べても美味しいです。

①�白菜は洗って水気を切る。大きい葉の場
合は、縦半分に切る。

②�白菜を葉と白い部分が交互になるように
重ねながら、1～2枚おきに豚肉をはさむ。

③�4センチの幅に切り、切り口を上にして深
さのある耐熱容器に並べる。

④�和風顆粒だし、しょうゆ、酒を全体にふり
かけ、ふんわりとラップをする。電子レン
ジで約10分加熱する。

⑤加熱後、2～3分おいてからラップを外す。
⑥お好みで白髪ねぎや万能ねぎを飾る。

● 作り方 ●

材料（4人分）　1人分のエネルギー142kcal　塩分0.7g
白菜���� 1/4個程度（約450g）
豚バラ薄切り肉���5～6枚（120g）
和風顆粒だし�����小さじ1（4g）

しょうゆ�������小さじ2（6g）
酒�������� 大さじ1（15g）
白髪ねぎまたは万能ねぎ���適宜

　令和2年度のホタルポスターコンク
ールで見事金賞に選ばれた大川千咲
さん（当時桃野小5年）、真庭柊哉さん
（当時新治中1年）へ表彰盾が贈呈さ
れました。

役場栄養士おすすめレシピ

納期限：11月30日㈫

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

▲大川千咲さん（上）と真庭柊哉さん（下）

産 消地 地

●国民健康保険税（第5期）
●後期高齢者保険料（第5期）
●国民年金（10月分）




